
 

特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第１０期（平成２７年度）第３回定例理事会議事録 

 

１. 日 時：平成２７年１０月１７日（土）１９：３０～  

２. 場 所：二日市東小学童保育所  

３. 出席者理事      ２４名   

その他出席者    ２名（上野監事・仲佐監事）   

 

議事 

１. 基本理念唱和 

 

２. 理事長挨拶 

 

３. 審議事項 

① 特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク指導員就業規則および期間契約指導員就業規

則改定の件 

４. 協議事項 

① 代替指導員の時間給改定について 

② 人材育成のあり方（案）について 

５. 報告・連絡事項 

① 二日市東学童保育所について 

② 11 月実施予定の会長および理事による職員面談について 

③ 職員の継続雇用に係る意向調査（職員調書）の実施について 

④ 法人中間監査報告 

・日程：平成 27 年 10 月 17 日（土）14:00～15：00 

・場所：法人事務局 

⑤ 規程等の配布について 

・特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク放課後児童クラブ運営規程 

・特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク学童保育事業 学童保育所利用に係るガイ

ドライン 

・職員給与規程  

⑥ リーフレットの作成および配布について 

⑦ 未納者対応について 

⑧ 施設整備費について 

 

１. 基本理念唱和 

開会に先立ち、理事一同による基本理念の唱和が行われた。 

２. 理事長挨拶 

（髙木理事長）より 

「指導員よりお聞き及びの理事もおられると思うが、取るべき休憩時間を取っていなかった件につ

いて、二日市東学童保育所の指導員が異動になって新しい職場で頑張っている。審議事項１番は、そ



の休憩時間について明確に定めたものである。協議事項２番の人材育成のあり方については、職員の

モラルの問題、社会人として考えられないような状況が見受けられたため、指導員にきちんと目に見

える形で提示し把握してもらうように、２５年から指導員とも話をしてきたが、どういった人材を保

護者は求めているか、職員としてどのようにあってほしいというというところが、協議事項というこ

とになるので、意見を出してほしい。」旨の挨拶がなされた。 

《議長指名》 

議事に先立ち、定款第３８条の規定により理事長が金森副理事長を議長指名し、副理事長が受諾し

た。 

 

《定数確認》 

理事２４名中、出席理事２４名で定足数を満たしており、定款第３９条の規定により有効に成立す

る旨の報告がされた。 

 

３．審議事項 

（議長）より審議事項①特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク指導員就業規則および期間契

約指導員就業規則改定の件について執行部に説明が求められた。 

（平山専務理事）より 

「現行の就業規則では、勤務時間が６時間を超える場合の１０時からの勤務の日は正午から午後１

時までに１時間、８時からの勤務の日は交替で１時間で休憩を取るようになっている。今年の４月

より延長保育が開始され、１９時までの開所となったことを踏まえて、１０時からの勤務の日は１

８時までの勤務の者は１２時から１４時の間に１時間、１９時までの勤務の者は１２時から１４時

の２時間の休憩とする。現在は、１０時から１９時まで勤務するものは１時間の休憩と１時間の超

勤手当がついている。また、８時からの勤務の場合は、１２時から１４時までの間に１時間の休憩

を取る、と改正することを提案する。指導員会の了解は得ている。また、現行の就業規則でいけば、

正午から午後１時までの間が職員不在になってしまう。きちんと整合性をつけたいというのが今回

の趣旨である。」旨の説明がなされた。 

（議長）より、質問や意見が求められたが特になく「審議事項① 特定非営利活動法人ちくしっ子

ネットワーク指導員就業規則および期間契約指導員就業規則改定の件について、承認頂ける方は挙

手をお願いしたい。」旨が伝えられ、賛成 24 名で承認され、審議事項①は終了した。 

４．協議事項 

（議長）より協議事項①代替指導員の時間給改定について執行部に説明が求められた。 

（平山専務理事）より 

「指導員職種一覧（案）の代替指導員の給与､現行７３０円から７８０円であるものを７５０円から

７８０円に改定するものである。平成２７年１０月４日に福岡県の最低賃金が７４３円になったた

めである。」旨の説明がなされた。 

（議長）より、質問や意見が求められたが、特に異議なく「協議事項① 代替指導員の時間給改定

について」は承認された。 

（議長）より協議事項②人材育成のあり方（案）について執行部に説明が求められた。 



（平山専務理事）より 

「人材育成の在り方の経過は、平成２５年に素案を指導員および理事会で検討した際に、人材育成

基本方針（当時）は必要という意見が多かったが内容は再考が必要と判断し、指導員からのアンケ

ートを基に案を再考し、運営委員会を通じて指導員にも示した上で、本日の人材育成の在り方（案）

として提案している。今回の「服務規程違反」が明らかとなり、改めて「求められる職員像」を明

文化した。これにより「不明確」と指摘のあった学童保育事業の在り方を明確にし、主任者制度へ

の足掛かりとしたい。職員研修についても「前例踏襲」の「単年度型」ではなく、経験年数等を踏

まえたひとりひとりの「人材育成」に主眼を置いた「計画的な継続性のある研修」や「職責や能力

に応じたスキルアップ研修」を目指している。指導員も各自で目標をもって研修に臨み大きな成果

が出ることを期待している。人事考課制度活用マニュアルは、指導員自身の振り返りや主任者とし

て指導するためのポイントや考課の仕方を示すために例として準備したツールである。今年度は主

任者制度の確立をし、次年度から人事考課制度の検討という見通しをつけている。今年度から厚労

省が実施している学童支援員としての資格を得られる講習会にも、順次参加させている。これから

時間をかけて実施していく予定であるが、25 年度から理事会などで時間をかけて提案しているもの

であるので検討をお願いしたい。」旨の説明がなされた。 

（髙木理事長）より 

「内容を見ていただいたらわかる通り、保護者が学童指導員に何を求めているかという部分である。

求められる職員像については、規則を守り子どもたちの手本となる人であってほしいということ。

職員に求められる能力については、階層別に具体的に示し、５年勤務した人は主任の補佐をしてほ

しい、２年勤務した人は後輩を育成してほしい、２年未満の人は自分に与えられた仕事をきっちり

行い、基本である報告・連絡・相談を怠らないようにする、ということをまず決める。それに基づ

き、研修を行うということである。人事考課制度活用マニュアルについては、現在は、専務理事や

会長および理事面談の結果により人事管理委員会での人事配置計画としているが、ともに働く中で

職員自身が自分自身を振り返るツールとして、自分の強みを活かし、弱点を克服する努力をしてい

るか等の「自己評価」や「主任から見た業務への姿勢」など「評価」ではなく「考課」（互いに考察

して高めあうこと）も必要と思われるので、制度確立する前に「試行」するものである。実際に運

用の際には、理事会にはかり指導員ともすり合わせをし、人事考課制度を作成する。今回は、模擬

訓練として行いたいという提案である。」旨の補足説明がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「人材育成の在り方については、当然やるべきことで賛成である。これは今年度の重点課題にもな

っている主任者制度の確立と密接に関係しているので、両輪としてやってほしい。考課制度につい

ては、髙木理事長が言われた通り人事を規律するものなので、服務規程に謳いこんだ上で、権威を

もって専務理事にきっちりとやっていただきたい。しかし、試行するということを指導員は理解し

ているのか、指導員側の受け入れ態勢はできているのかという点を確認したい。あわせて、不祥事

案件が発生しているようなので、経営者である我々理事に説明をしていただきたい。」旨の質問がな

された。 

（髙木理事長）より 

「指導員が試行することに納得しているかということについては、指導員の前に理事の皆さんの意

見があればお聞きしたいと思い、今回提示している。指導員にも６月に運営委員会におろし、指導

員間で検討した上で８月までに意見があれば出すように言っていたが出ていないので、指導員から

の意見はないと思われるが、最終的には確認した上で実施する。これを何かに反映するのではなく

あくまでも指導員に慣れてもらうための、意識を持ってもらいたいという訓練のためのツールであ



ると考えてほしい。 

 不祥事について具体的には、二日市東学童において、労基法上の「休憩時間」を放棄し、実態と

して１時間早退しながら勤務報告書には定時退勤としていた。つまり１時間の空白の部分があった

ということであり、これは虚偽の報告となる。この虚偽の報告を基に賃金を支払っていたので、こ

れは業務上横領となる。専務理事による個人面談により、主任の不誠実な言動と力量不足が明らか

となり、人事管理委員会で降格人事が決定した。関与した現正規および非正規指導員には事実関係

を確認したうえで「始末書」提出という処分を行い、専務理事からも厳しく説諭している。専務理

事が押さえた平成２７年４月１日からの証拠等に基づき、不当に得た賃金について返納命令を発令

して対処をした。実際には、８年や９年前から二日市東学童だけが行なってきた慣習だと思われる。

ただし、法人化する前には各保護者会が運営していたので、そのころに保護者会では認められてい

た。法人化した際に整理されることなく踏襲されていた。他学童から異動になった者も改善できな

かった。執行部としては、本来ならば過去に遡って、代替指導員や過年度の指導員についても処分

するのが妥当ではないかと考えたが、専務理事の事情聴取によって確定するにも限界があり、いつ

からなのか被害金額はいくらになるかははっきりできないので、２７年の４月１日からの処分とし

た。」旨の回答がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「この処分でよいのか、もっと厳罰に処すべきではないのか、理事会で話し合うべきだと思う。」旨

の意見がなされた。 

（髙木理事長）より「横田理事が考える厳罰とは、どういった内容か。」旨の質問がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「明らかに犯罪に該当する案件なのに始末書で済まされるのか。これからは専務理事が指導される

と思うが、指導員のモラルが乱れているように思われる。ばれないなら許されるという考えが通用

しているようなので横領の内容を指導員にも詳らかにするべきである。弁護士には相談しているの

か。最後は執行部にお任せするが、証拠がないということであっても、5年は遡るべきだと思うし、

始末書ではすまされない問題だと思う。」旨の回答がなされた。 

（髙木理事長）より 

「始末書の文言や横領の内容についても相談している。始末書を取って、返金もさせている。これ

より厳罰ということは、解雇や異動ということか。」旨の質問がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より「普通に考えれば懲戒解雇に値すると思う。」旨の回答がなされた。 

（阿志岐学童 野中理事）より「異動では解決しないと思う。異動元は良くなるかもしれないが、

異動先ではまた同じことである。解雇の方向で考えた方が良いのではないかとは思うが、その学童

の皆んなを解雇というわけにはいかないだろう。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「言われる通り、本当は懲戒解雇であると思う。法人化した時からというのであれば、そこまで遡

るべきだとも思い検討した。二日市東学童の指導員の中には、他学童も同じだと思っていた指導員

もいた。しかし、横領にあたることを認め、反省した上で始末書を提出していることから、心機一

転して今後の頑張りを信じて、今年度の証拠が確定した分のみの返納とした。」旨の説明がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「異動先には説明をしているのか。確かに異動先の指導員や保護者は心配だと思う。」旨の意見がな



された。 

（髙木理事長）より「通常の人事異動であれば、本人や周りの了解を取ることはないが、今回の異

動についてはまず、二日市東学童の理事、会長、専務理事で十分に協議をした上で降格異動やむな

しとなった。異動先の理事、会長とも話をしている。」旨の説明がなされた。 

（山口学童 武井理事）より「今回の事実は、書面で報告する予定はあるのか。理事は、保護者に

対して保護者会等で一部始終を報告する義務があるのか。」旨の質問がなされた。 

（髙木理事長）より 

「本来ならば、全てを詳らかにして保護者に報告するべきだと思う。しかし、これから頑張ろうと

している指導員のことを考えて理事会にとどめることを提案したい。また、理事会で前年度以前に

遡って追及するべきだとなれば、そうしなければならないが、その年度の委託料の返納も発生する

し、不正を看破できなかったその年度の執行部の責任も出てくる。２７年度からは精算できている

のであればそれでよい、ということであればこの場で緘口令を布きたい。」旨の説明がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「専務理事も加わって執行部の体制も整っているので、執行部の判断であればその通りで良いと思

う。ただし、今一度、しっかり釘を刺して反省を促していただきたい。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「今後、１１月１２月で理事および会長の指導員個人面談をしていただくことになっているので、

服務規程を守っているか等の声掛けをお願いしたい。今回は、専務理事が二日市東学童に何度も通

い、1人 1人面談をし、理事や会長と話し合いを持ったのでここまで処分ができた面もある。各学童

の理事や会長も指導員任せではなく、主任との関係や指導員間の人間関係について聞いて欲しい。

職場が明るくないと明るい保育はできないという観点で面談をしていただきたい。」旨の説明がなさ

れた。 

 （議長）より、質問や意見が求められたが、異議はなく協議事項②人材育成のあり方（案）については承

認された。 

  －議長退任－ 

５．報告連絡事項 

①二日市東学童保育所の件 

（平山専務理事）より 

「二日市東学童については、学童保育所を営業所が１１あると考えると、実際に指導監督している

所長が主任であるべきだったが機能していなかった。また保護者会運営であるがそれも機能してい

なかったと感じる。1ヶ月間かかりっきりで２７年度の証拠は提出させたが、何年も遡って立件する

のは困難であった。二日市東学童もこれから一生懸命に頑張ろうとしているので、許すということ

も大事だと思う。二日市東学童にはタイムカードを設置させた。今後も二日市東学童に限らず、各

学童の訪問を続けて指導をしていく。」旨の報告がなされた。 

（髙木理事長）より 

「二日市東の会長より先生方が本当に頑張ってくれるようになったと報告を受けている。会長、理

事を含めてお話しをしていただきよい方向に向かっているし、二日市東から異動した指導員も反省

した上で取り組んでいるので、見守ってもらえたらと思う。」旨の追加報告がなされた。 



②１２月実施予定の会長および理事による職員面談の件 

（平山専務理事）より 

「会長および理事による職員面談については、先程説明したように指導員の個々の性格を踏まえて

面接をしていただきたい。理事と会長で分担して行ってもいい。１２月の理事会で本日お配りする

封筒ごと回収する。」旨の連絡がなされた。 

③職員の継続雇用に係る意向調査（職員調書）の実施の件 

（平山専務理事）より 

「職員の継続雇用に係る意向調査（職員調書）の実施については、後日、専務理事が学童を回って

実施する。」旨の連絡がなされた。 

④法人の中間監査報告の件 

（筑紫学童 上野監事）より 

「本日１０月１７日法人事務局にて中間監査を行なった結果、業務、会計ともに適正に処理されて

いた。」旨の報告がなされた。 

⑤規程等の配布の件 

⑥リーフレットの作成および配布について 

（平山専務理事）より 

「規程等の配布については、お配りしているので黄色のファイルに綴じこんでおいていただきたい。 

リーフレットの作成および配布については、本年度分は就学前検診で配布を始めている。」旨の連絡

がなされた。 

⑦未納者対応の件 

（髙木理事長）より 

「未納者の対応については、皆さんの尽力により未納者の数が昨年に比べて激減している。理事や

会計が多額の未納者の自宅を訪問して、全額支払いに至っている学童もある。各学童の保護者会で

声かけをしてもらった結果、滞納や延長保育の苦情が減っている。保護者会のたびに声掛けしてい

ただくのが一番なので、今後もよろしくお願いしたい。」旨の連絡がなされた。 

⑧施設整備費の件 

（平山専務理事）より 

「施設整備費については、公設民営で施設設備に関しては市役所の管轄ではあるが不充分なので、

今年度各学童に１０万ずつ予算化している。主任者会議で主任には、理事や会長と話し合った上で

必要な物品や緊急に必要な補修などを起案するように言っているが、未だ１学童からしか起案がな

い。指導員とよくお話し合いをされて、有意義に使っていただきたい。締切は１２月末である。」旨

の連絡がなされた。 

（髙木理事長）より 

「起案書は会長の名前で起案するが、指導員が預かっている印鑑を使用して保護者が預り知らぬと

ころで購入を決定していたということにならないように、話合いをもって決めていただきたい。購

入金額が１０万円以下の場合は、差額は法人会計に繰り入れる。 

 放課後児童クラブの運営規程は学童に備え付けるようになっている。理事会議事録等とあわせて

設置の確認をお願いしたい。」旨の連絡がなされた。 

・その他 

（天拝学童 横田理事）より 

「始業時間には仕事が始められるようにしておくことが、社会人として当たり前のこと。指導を徹



底していただきたい。始業時間から賃金は発生している。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「専務理事から指導しても、甘えて聞かない面も見受けられる。一番効果的なのは、理事・会長面

談の際に、顔の見える保護者からの指導である。よろしくお願いしたい。」旨の補足がなされた。 

（筑紫東学童 手島理事）より 

「今回の二日市東学童の問題は、全学童にも言えることであるので、全学童にタイムカードを設置

したらどうか。今回の施設整備費は、子どもたちに必要なものを買うためのお金であるから、それ

以外の法人予算から購入設置し、そのタイムカードを専務理事に確認していただきたい。タイムカ

ードでなくても、モラルが守られる何かがあればよい。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「一斉に設置することも検討はしたが、いろいろ考えるところがある。タイムカードにお金をかけ

る価値があるのか。主任が出勤簿と突合していくということができれば、タイムカードの費用は必

要ない。それも含めて今年度中に検討し、理事会に諮って全学童に必要となれば、28 年度に予算化

して設置するということである。」旨の回答がなされた。 

（天拝学童 横田理事）より 

「タイムカードを導入しようがしまいがモラルの問題である。専務理事が時々、抜き打ちで訪問す

ればよいのが一番効果的ではないか。また、理事会で疑いの目で見られているということを指導員

に伝えたら抑止になると思う。」旨の意見がなされた。 

（平山専務理事）より 

「これまで学童を訪問してみて未だ実態が把握できていない。これを機に現在設置されていない８

学童に設置することも検討が必要である。」旨の回答がなされた。 

（髙木理事長）より 

「指導員会とも話をしながら、考えていきたい。法人として当然すべきとなれば設置をしなければ

ならない。いずれにしても決定の際は、理事会に諮り皆様方の意見を聞きたいと思う。」旨の回答が

なされた。 

（平山専務理事）より、次回理事会は筑紫東小学童で行う予定である旨が伝えられ、散会した。 

                                        20時55分終了 

 

 

 


